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宮治 誠の 著書 ｢カ ビ博士薗闘記+ が平成14年度の 碑
談杜出版文化饗の 一 つ 科学出版貨 (第18回) に輝い た .
この 鷺は丸I Lr. 作前千乗大学長を委員長とし , 日本 の 科
学を代表する科学者と評論家 (池内 了, 竹内 一 夫 , iT5
一
輝潤 - , 丸山工作, 柳田邦男の各氏) から なる委民会で
選考された . 歴代の 受賓者に は , そ れぞ れ先頭に 立 っ
て学問分野を開拓し優れた業緒巷あげ, ユ ニ ー ク な切り
口 で , 目か ら鱗と い っ た学問の理解を示 した方々が遊ぶ .
こ れ は宮治個人の名誉に留まらず , 千葉大学責菌医学研
究セ ン タ ー の 名誉 である. 内臓の 兵衛感毅症は実際は統
計が取れな い ほど多く, 診断と治療が難しい こと もあ っ
て , 医学界で は大問題とな っ て い るが , ヒ ト の病原体と
して 細菌, ウ イ ル ス , 原虫と鵡 べ た場合, 奥歯は ｢ 等+
の1字が付けばまだ しも, しばしば撫祝されて い る実情
に ,
一 石 が投じられ , 病癖真菌と真薗感染を研究 して い
る研究者にと っ て も大童な朗報で ある .
次 に人事移動に つ い て記す .
佐野文子が当分野助教授 に選出され, 3月1日付けで 就
任した , Shaha n aS hrmin 博士 は財団法人 ヒ ュ - マ ン
サ イ エ ン ス 振興財団より4月1日付けで派遣さ れた . 秩
式会社プ ロ テ イ ン ･ エ ク ス プ レ ス より受託研究員として
岸 フ ク子博士が5月1 日付け で派遣さ れた. 研究支援推
進員と して 大堀 陽氏が 5月1日付け で採用とな っ た .
以下 に研究者の往来に つ い て記す .
ブ ラ ジ ル 関係で は国際協力事業団 (JICA) の プ ロ ジ ェ
ク ト と して 創設されたブ ラ ジ ル 国力 ン ビ ー ナ ス 大学臨床
研究プ ロ ジ ェ ク ト終了に あたり , 宮治 誠は総括を行 っ
た (滞在期間: 平成14年3月16E]- 30日). 宮治 は大学
間交流協定に基づ き, ブ ラ ジ ル国 力 ン ビ ー ナ ス 大学感染
症科を訪問し (滞在期間 : 平成14年10月 4 日 - 1 0日),
共同研究の打ち合わせを行 っ た. ま た ペ ル ナ ン ブ コ カ ソ
リ ッ ク大学 , パ ラ ナ41立 ロ ン ド リ ー ナ 大学 , 国立 サ ン パ
ウ ロ 大学生物医学研究所 (滞在期間: 平成14年10月5
日 - 1 8日) を訪問し, そ れ ぞれ共同研究に つ い て打 ち合
わせを行 っ た .
ア ジ ア 関係で は宮治は第九回韓国医学会真商学会総会
に特別講演者とし て招待され , そ の時 ソ ウ ル 大学医学部
皮膚科との共同研究の 打ち合わせを行 っ た ( 滞在期間:
平戒14年7月19 E]- 21日). ま た宮治 は中国 ･ 広州 ･ 中
I..l】大学を訪問し, 共同研究の打ち合わせを行 っ た (滞在
期間 : 平成14年8月12日 - 16日).
そ の他と して , 佐野文子は韓46回日本医真菌学総会で
第4回優秀論文
-
Eを受賞した ,
研 究概要
1 . 感染防御機構に関する研究
パ ラ コ ク シ ジ オイ デ ス 症は中南米靖国の 主要な全身性
夷菌症で , 我国 にと っ て は輸入兵菌症の 一 つ であ る. 我々
は本症 の 原 因菌で あ る Pa r a coceidioue8 bT･aSilie nsis
(P b) の感染に対し, ヒ ト P M N が静菌効果を発揮する
こ と, さ ら に IFN- γ , G M-C SF お よびIL-1βが P M N
の抗菌活性を覇者 に増強し, 活性化された PM N は P b
に対し穀菌効果を発揮する場合もある ことをiTI UitT10 の
実験 で確籍し, ヒ ト PM N が本菌感染の 初期に お い て 重
要な防御的役割を担い得る こ とを明らか に した . そ こ で
次 に P M Nのみならず末梢血の tl nfractiorlatedleukocy-
tesを用 い た場合の抗菌効果を検討した と こ ろ , 分離し
た P M N を用いた場合よりもIl nfra ction atedlellkocytes
を招い た方が より強力な抗菌効果を得られ , 宿主防御能
の研究に有用である ことが判明した . 現在本実験系を用
い て サ イ ト カ イ ン等の影響を検討中である .
2 . 病原性真菌の骨分解能の研究
平成12- 13年度に我々 は黒色真菌Ex ophiala sp払ife ra
の骨浸塑性を確かめたが, 病原性が非常に強く , 臨床症
例でも骨に対する浸襲性が強い と言われ て い る輸入真顔
の CoccidioidesiTn Trutis, Pa r a c o c cidloides br a sllieTISis,
H istopla sm a c apsLuatuTn, Bla8tOm yC eSde rm atitidis
に つ い て , 骨分解を調 べ た . 雑菌的に取り だした マ ウ ス
の 四肢 の 骨肴1.5% 寒天平板培地に 置き , そ こ に各菌を
接種して 病理組織学的に観察した. 輸入東菌症蕨岡歯も
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骨内部 へ 侵入 し, そ の分解能は黒色真菌に 匹敵 し , 特 に
HistopbsTn a属 , Blasto mycesdel. m atltidis で 顧着 で
あ っ た . 病原性の弾い真菌も自然界で は骨分解を行 い ,
生態系の 一 旦 として の役割を担 っ て い る こ とが示唆され
た .
3 . Histopla s m a c aps ulatu m の v a riety の鑑別に 関す
る研究
ヒ ス ト プ ラ ス マ 症 はカ ブ ス ラ ー ツ ム 型 ( 原因菌H is-
toplas7na CaPS ulatu Tn V a r. C aPSulatu m), ズ ポ ア ジ 型
(H. cap8ulatu m var . duboisii), フ ァ ル シ ミ ノ ー ズ ム 型
(H. c aps ulatLLTn V a r. fa r ciTnin os uTn) に分け られ て い
る . し か し こ れら原因菌の形態的な鑑別は非常に難しく,
唯 一 v a r. c ap8 ulatzLTnと v a r. duboisilの 鑑別 に 限れば,
v a r. dubolsii はウ レ ア ー ゼ 活性をも たな い 点で 鑑別 で
きると言われて い る. しかし当セ ン タ ー で経験 した v ar.
duboisii株は ウ レ ア - ゼ 活性を示した ことか ら , こ の 概
念が当て はまらない こ とを解明した . ま た. 病原真菌で
は ウ レ ア - ゼ活性と病原性は閑適 して い るといわれ て い
る の で , H . c aps ulatzLm VA T. CaPSZLlatu Tnも含め て検討
したが , 相関性は認められなか っ た . 現在, ヒ ス ト プ ラ
ス マ 症の 病廉性に かかわ る他の 因子を検討して い る .
4 . 人獣共通真菌症の研究
2001年9月に B SE(狂牛病) 発生以来, 人獣共通感 染
症がにわか に話題とな っ て い る . 当分野で も モ ル モ ッ ト
か ら分離され た Ho T･ta ea W er n e Chii, イ ヌ の ヒ ス ト プ ラ
ス マ 症 , ウ シ の 接合菌症 , ヨ ツ ユ ビ - リ ネ ズ ミ から分離
された皮膚糸状菌に関する疫学研究な どを発表し, 真菌
症の面か らそ の 疫学と診断技術の向上 社会 へ の 情報還
元 ･ 発信を行 っ て い る .
5 . LA MP法応用の 試み
本年, P(】R に よら な い特 異的遺伝子 検出法 と し て
L A M P法 (loop- m 色diatedisothe r m ala mplific atio n)
が発売された . こ の方法は遺伝子の検出を短時間で行い ,
特異性も高く, Taq ポ リ メ ラ ー ゼ を使用しな い利点が あ
る. 土壌中の病原真菌の検出や臨沫遺伝子診断 へ の応周
の 可能性がある . 現在 PaT.aCO CCidio desbT･a Sillensis に
特異的な遺伝子 gp43の検出を検討して い る .
6 . Cr3,PtO CO eCu S n e OfoT. m a nS変異株の研究
ク リプ トj ッ ク ス症 は, カ ン ジ ダ症, ア ス ペ ル ギ ル ス
症 に次ぐ深在性真菌症で あり, 近年 エ イ ズ. 悪性腰痛 ,
臓器移植等に伴う続発性クリ プ ト コ Ly ク ス 症が増加し重
篤な問題とな っ て い る . ク リ プ ト コ ッ ク ス 症 は , 身体 の
各部位に 発症するが, 脳と肺を2大好発部位とする . 我々
は , 当研究セ ン タ - 保有 の Cry ptqc o c c us nco/o r,n a 71 S
薗株より, それ ぞれ脳また は肺に特異的に親和性を持 つ
株を見出した .
7 . 洗濯機に成育する無色真薗が洗濯洗剤に よ っ て受け
る影響
黒色真菌で あ る Ex ophiala属 は洗曜機か らも分離さ
れ る病原性黒色兵菌である . そ の 原因は本菌属が ア ル カ
1)性環境で 発育する特性に起因する L そ こ で Ex ophiala
属 の発育に洗濯洗剤が及ぼす影響を調 べ た . 市販 の 3種
類の洗剤に つ い て , 推奨使用量の10倍, 1倍, 1/10倍の
濃度で添加した培地を作成し, Ex ophiala 属 の 5菌種10
菌株に つ い て25℃, 3週間培養しコ ロ ニ - の 直径を測定
した , こ の うち E. spini/era, a. alcalophiala. E. jean -
s elTn e£, E. m onuiae の 4菌種の発育は コ ン ト ロ ー ル と
比 ペ1.5 - 4倍促進さ れた . 黒色真薗は洗濯用洗剤に より
発育が促進されるた め, 洗濯機 へ の付着の原因と な っ て
い る こ とが明らかと な っ た .
8 . マ ウ ス 脳組織に対する免疫組織化学
財団法人かずさ D N A研が 保有する ヒ 卜長鎖 cD N A
(機能未知)が コ ー ドする蛋白質に対する抗体を作成 し,
機能未知遺伝子の機能解析研究を行 っ て い る . 特 に マ ウ
ス 脳組織 に対する免疫組織化学的方法に よ る解析を行い ,
機能解析研究を進めて い る .
原著翰文
1) Oa r ada M , Nika w aT, Ku rita N : E fectofti ming
of fo od deprivation on host re sista n c eto fu ngal
infe ction in mic e. Brit∫ Nut88: 151-158, 2002.
M ice w e re deprivedoffo od for ape riod of 72h
atv a ryingtim e sr elative to thetim e of infectio n
withPa r a c o c cLdlolde sbT.a SLlie n sis. Ho st, r esistaIICe
w a sdim inished pr ofotl ndly when the pe riod of
food depriv atio n w a sfr o m48 hbefo r eto 24 h
afte rinfe ctio n(gr o up B). Whe n fo od depriv a-
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tio n w as initiated im rn ediately afte r infection
(gr o up C), ho st re sista nce wa sr edtLCed le s 昌prO-
･foupdly. W he nfood deprivatio n was initiated at
24a nd 48 hpo st-infe ction , r edu ctio n sin host
re sistan c e w e r e Only m ode r ate o r n ot obs er v ed.
respe ctiv ely. T he s e r e 8 ults 昌ug ge St that theea rlie r
in the c o u r s eof infe ctio n 畠tarV atio n o ccurs, the
m o r epr ofo u ndly host resistan ce is impaired.
W he nfo oddeprl Vatio n w as initiated 72 h b8fore
infectio n. finishing at the tim e of infection
(gr o up A), the r eductio nirl host re sistanc e w a s
c o n side rablylessprofound c o mpared with gro up
B mice, S ug gestingthat refe8ding initiatedim m
-
ediately afte rinfection is responsible for rapid
restor atio n ofthe a ntifu ngalre畠i畠ta nC ein starv ed
mice. Infe ctio n-indlユC ed re spon s e s of c o rticoster-
o n e a nd lF N･ γ w e re changed ac co rding to the
timing of food-deprivation. Gr o up A mice, like
no nfa畠ted c o ntrols, show ed an infection-induc ed
irlCre aSe in ser um c o rtic oste r o ne c oncentr 8.tion ,
while gro ups B and C didn ot. Gr o up C mice
showed a s11b畠ta ntially gr eate rinfection -indtl Ced
incr e a sein S e ru mIF N-γ c om pared with th白 Other
fasted and n o nfasted co ntr olgI
･
OuPS.
2) Sha rmin S, tlaritani K, Ta n aka 氏, A bliz P, Taki-
z a wa Iく, San o A, Fukushim a E, Nishim u ra E,
MiyajiM : T hefirstisolatio n of Ho rtae aw em e-
chii fro m ahou s eholdgllin ea pig. Jpn a Med
Mye o1 43: 175-180, 2002.
Horta e aw erne chii, a bla ckyeast and the c au 畠-
ative age nt oftine a nigr a (a S uperficial ty pe of
der m ato myco sis), is a hum an pathoge n a nd is
als ofou nd in the envir o n m e nt. It is not highly
pathogerlic but in thelast fifteen to twenty yea r s
ha sbeen is olated from v a rio u shu m an a nd envi-
r o n m e ntals o u rc e sin Japa n. As fa r a s we kno w ,
the r eha sbeen n o r epo rt o nthe is olatio n of HI
L u e r neChil fr o m a nim als. Re c e ntly. w e fo u nd a
c a se of a gulne aPIE With dark supe rficiallesio n s
o nthe palm a nd do r s al ar ea s. Cultu r al a nd m o r-
phologic al studie s of s c r apl ngS fr o m the le sio n
Bho w ed that the c a u s ativ e age nt w a s abla ck
ye8.Bt, Which w as iderLtified as H. w em e chli by
m o rphologic al sttldy a nd m olectl a･r biological
scre e ning. Dl/D2r egion ofthe 26S la rge 8 uburlit
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Ex ophiaEa spITufer a, ablackye ast, r a r ely cau s e s
sy畠temicinfe ction, a nd o nly a v ery few c a s e sOf
its irLfection by the invasion of inte r n al organ s
or bon es hav ebee n reported. We examined the
ability of a. splnl/eT
･
¢ tO in v ade bonetiBBu e Sin
vitro . T he ftlngu8
of m tlrine bo nes,
ill C ubated atso℃
agar plate s and
w asinoculated or上 the 8urf8.C e
and then tleS e bo nes w e re
for2
.
4
,
and 12w eeks on w ate r
on br aillheart infusion aga r
s up ple m e nted with1% glucos e(B HIA)p18teSI
HistopathologlC al e E a min8tion dernon8trated
that the ftl nguS W且8 initiallyfoll nd in the norl-
calcified parts of the bon e tis slle, StlCh a s the
gro wthplate and artic ular c artil且ge･ T here after,
t hefu ngtlSinv adedthe c alcifiedparts : c anc ello tl S
and cortic al bones . Our experim ents sho w ed that
the c apability of E. spiTu/e ra to in vade bo n e
tis Bueis highe rthan that of CandLda alblca ns or
othe r black fungi. a. spinife r a gr e w in the
rnycelialfo rm and C, albic a ns irlthe yea stfor m
in the s eexpe rim e nts, Ou r r e s ults s uggestthat EI
spiTtlJe71a m ay hav e ahigh pote ntial to in v ade
bo n etissues , and that the mycelial for m ca n
in vade bo n em o re deeply tha n the yeast fo rm .
T ber ero re, bo ne dege n e r atio n sho uld/ m u st be
c a refu11y rn o nito red in any systemic infe ctio n
with E. spini/era,
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_
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ll) 奥 幸夫, 佐久間慶太, 横山耕治 , 宮治 誠 : TT･i-
chophyton rubTu m に対する1iran aftate の殺菌活
性. 真蘭誌 43:181- 187,2002.
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2) 宮治 誠, 西村和子 , 佐野文子 : 釈.
･ 土 の 微生物
(8) - 土 の ヒ ト病原菌類-. 日本土壌微生物学会編,
博友社 , 東京, 2002.
3) 岸 7 ク 子 , 嶋田 裕 ( 分担): 人体の 構造と機能
(塩田浩平縮) 看護の ため の 最新 医学許座, 中山書
店, 2002.
解説. その 他
1) 官給 誠: 秘められたカ ビ の可能性に 挑む . 文芸施
設 05新春号 :20-23, 2002.
2) 宮治 誠: N H壬( と私 . 文芸広場 50(1): 20-23,
2002.
3) 富治 誠 :海外学術調査で 垣間見た こと - 偶感.
閑話 - . 文芸広場 50(2): 32-36, 2002.
4) 官給 誠:港外学術調査で 垣間見た こ と - 偶感 ･
閑話 - . 文芸広場 50(3):22-25, 2002,
5) 宮治 誠 :海外学術調査で垣間見た こと - 預金残
高証明書 - . 文芸広場 50(4):22-24, 2002.
6) 宮治 誠 : 海外学術調査で垣間見た こと ブ ラ ジ ル
色 々 (13) 一世界一 の 大湿原 ｢パ ン タナ - ル+ -
文芸広場 50(5): 24-29, 2002.
7) 官給 誠 二 海外学術調査で垣間見た こと ブ ラ ジ ル
色々 (14) - ア マ ゾ ン河探索-. 文芸広場 50(7):
28-32, 2002.
8) 官給 誠 : 海外学術調査で垣間見た こと ブ ラ ジ ル
色 々 (15) -北東地域 レ シ ー フ ェ ー . 文 芸広場 50
(8): 45-49, 2002.
9) 官給 誠: 海外学術調査で垣間見た こと ブ ラ ジ ル
色 々 (16) -カ ン ビ ー ナ ス 女三国志 ( - ) - . 文 芸
広場 50(9):24-27, 2002.
10) 宮治 誠 : 海外学術調査で垣間見た こと ブ ラ ジ ル
色 々 (1 7) - カ ン ビ ー ナ ス 女 三 国志 (二) -. 文芸
広場 50(10):22-25, 2002.
ll) 富治 誠: 海外学術調査で垣間見た こと ブ ラ ジ ル
千乗大学 真菌医学研究セ ン タ ー 報告 策6巷 2002
色々 (18.)
- カ ン ビ ー ナ ス 女三国志 (三) - . 文芸
広場 50(ll):24-26- 2002.
12) 宮治 誠:海外学術調査で垣間見たこと ブ ラ ジ ル
色 々 (19) -カ ン ビ ー ナ ス 女三国志 (四) -. 文芸
広場 50(12):26-29, 2 02.
総艶
1) 官給 誠: 病原亮菌の 寄生形態と組織反応[3] 一 日
和見夷菌感鞄と(=L:.体防御機構 , 医薬 の 門 42: 396-
399, 2002. .
2) 宮冶 誠 : 病原真菌の寄生形態と組織反応一病原真
菌の寄生形態 [1]. コ ク シ ジ オイ デ ス 症 の疫学と原
因菌の生態 . 医薬の 門 42: 84-88- 2002,
3) 宮治 誠, 佐野文子 : 兵菌症の疫学と原掬繭の 生態
[2] - ヒ ス ト プ ラ ス マ 症 の疫学と原因菌の生態 . 医
薬の 門 42:142-146, 2002.
4) 宮治 誠: わだ い の真菌症. メ デ ィ b)レテ クノ ロ ジ ー
30:1150-1153, 2002.
5) 大荒田素子 : マ ウ ス の免疫系 に及ぼす食用油脂と油
脂過酸化物の影響 . 日本栄養 . 食糧学会誌 55:119-
124, 2002
6) 佐野文子, 宮治 誠 : エ キ ゾ チ ッ ク ペ ッ ト に関連し
た輸入真菌症. ェ キ ゾ チ .ツ タ ペ ッ ト研究会誌 4 : 2-
7, 2002.
7) 亀井克彦, 渡辺 哲, 西村和子, 啓治 誠 : A8Per-
glllu sfu migatu s培養上清に存在する白血球障害活
性に関する検討. 真薗誌 43: 163-16, 2002.
学会発表
(国際学会)
特別放浪
1) M iyaji M : Im po rted Myc o 8e SirkJapan . 第 9回
韓国医真薗学会 (ソ ウ ル), 2002. 7. 19-21.
一 般演題
i) Tatiba n aB T, Uno a, Sano A, M ika mi Y, Miyaji
M , Nishim ur a 氏, Ita n oE N: Le vels of anti-g p43
1gG,IgG-g p43im m u ne c om ple x e s a nds olubleg p43
of Par a c oc cidioidesbr asilie nsisin expe rim e ntally
infe cted mic e. ⅤⅠⅠI En c o ntr oInte r n atio nal s obre
Para co ccidioido mic o s e, Pipen6polis, Goiまs,Br a zil,
A bstr a ct:p72,2002.
2) R icciG, Silva ID C G, Sano A, Ni昌him u r aIく, M i-
ya]
'
i M
, Frarl COIMF: Detection by polym er ase
chain rea ctio n of Para c occidio dc8brasille nsisin
le sio n s fr o m patie nts ･ with para c o c cidioido -
m yc o由 . V ITI En co ntroInter nation al sobre Para-
co c cidioido mic o 昌e, Pipen6polis, Goi孟s, Brazil,
A b昌traCt: p81, 2002.
3) ltan oE N, Oliv eir a M S, Tatiban a B T, M a rqu e z
A S, lta n oF H, Sa n °A , UrlD J, M ikami Y : Whole
s o m atic arltigens v8 glyc opr otein fr a ctio n anti-
body r espon sein e xpe rim e ntally infected mic e,
ⅩⅩVII Meeting of the Br a zilian Society of lm一
皿 un olog y a nd V Inte rllatio n al Sym po siu r n o n
Alerg y a nd Clin c al I占m u nology, Salvador,
Bahia, Brazil, Abstra ct: p34, 2002.
4) Abliz P, FukllShim a汰, Takiza w aA, M iyaii M,
Ni8him ura E : De v elopm ent ofthe specific prlm -
er sfo rtheidentific atio n of the gen usFo n se c a e a
a nd Hortae aLO e m e Chli. 8th lnter n atio nal Sym po-
Biu m orthe Mycologic al Society of Jap8.n (Pa rt
ll) - Ne w frontier sin health scienc e ass o ciated
withtheftl ngi
-
. Pro c e eding: p55, Tokyo,2002.
5) Melo N R, Vilela M M S, C11hari V P, Tagll Chi H,
Sa n oA
,
M iyaji M: Epidemiolog yof C. 血bliTL -
e n slsirlBrazilia nfami ly. X thlnter n atio nal Co n-
gr e s 80f Mycolog y, T he W orldof M icr obes,Paris,
2002.
6) Delgado AC N, Ribeir o E O, Ribeir o G S, Costa
A B L, Taguchi ll, Miyaji M , Villa re s M C B.
M or etti- Br all Chini M L: D iver sidade genomic a e
pe rfil de s tlS Cetibilidade de especim e sclirlicos e
is oladosa mbientais de CTツPtOC OC C uS TL eOfoT. m a nS
da cidade de Ca mpin as e regia o. 3th Congre s s o
Pa uli8ta de lnfe ctologl a, 7th Co ngr e ss oM edic o
de Pir a cic aba, Pir 8.Cic aba, SP. XII Brazilia n In-
fe ctiot1 8D i8e a.SeSCo ngr e s s, 2002.
(国内学会)
シ ンポジウ ム
1) 片倉 賢, 鈴木 守 , 横 山耕治 , 宮治 誠, 西村
和子, 金子 修, 鳥居本美 , 東漸 浩, 橋El義久 ･.
抗 リ ー シ ュ マ ニ ア 薬の 開発と薬剤耐性研究の進歩,
千乗大学 真菌医学研究セ ン タ ー 報告 第6巷 2002
轡
で
㌻
第43回日本熱帯医学会大会, 日熟医会誌 第30巻,
増刊号 : p162, 高知 , 2002.
2) 宮治 誠: 我が国に おける ヒ ス ト プ ラ ス マ 症の現状.
国立感簸症研究所 深在性真菌症/輸入真菌症 シ ン
ポ ジ ウ ム - 輸入真菌症を中心とした深在性真菌症に
対する我が国の 現状と取り組み - , 東京, 2002.
3) 佐野文子: 人獣共通責菌症の 動向 : 本邦 に おけ る
イ ヌ の ヒ ス ト プ ラ ス マ 症 . 第46回目本医真蘭学金線
会 . 莫菌誌 43( 増刊2号): p57, 東京, 2002.
Fo r eigner
'
s W o rkshop
1)S har min S, Kishi F, Sa rl OA, Ka m ei K, Nishin ura
K, Miyaji M: Candidia s8 aTld other s :Direct in
v asio n of bo n es by pathogenic fungi. 第46回日
本医真蘭学金線会. 兵菌誌 43 ( 増刊2号): p66,
東京 , 2002.
一 般決選
1) 大荒田素子, 都築 毅, 鈴木俊英 , 宮滞陽夫, 宵治
誠 , 二)rl 健, 栗田啓幸 :感染抵抗能 に お よ ぽす食
用油脂の影響, 策56回日本栄養 ･ 食糧学会大会, 日
本栄養 ･ 食糧学会誌, 抄録集 ニ p51, 札幌, 2002
2) 上田八千代, 佐野文子, 田村芙貴 , 猪股智夫 , 池田
輝男, 木内昭男, 鷲巣月美 , 亀井克彦, 横山耕治 ,
岸 フ ク子, 伊藤純子 , 三 上 嚢, 宮治 誠 ,･西村
和子 : イ ヌ の ヒ ス ト プ ラ ス マ 症 の適伝子診断. EI本
獣医臨床病理学会2002年大会, 抄録集 : p51, 東京,
2002.
3) 渡辺 哲, 亀井克彦, 佐野文子 , 伊藤純子 , 西村和
子, 官給 誠, 栗山義之 : Aspergilus fu migatus
の培養上清中に含まれる細胞傷害活性物質に つ い て
- の 検討 . 第76回 日本感染症学会 ･ 総 会 , 抄録 集 :
p186, 東京 . 2002.
4) 高橋琴子, 播谷久美子, 佐野文子 , 滝帝香代子, 棉
島和貴 , 宮治 誠, 西村和子 : ヨ ツ エ ビ - リ ネ ズ ミ
から分離された ArthT･OdeT ma benhaTniae Afric a n
ra ce(Ana m o rpll : Trichophyto n m e ntagr opわ′tes
v a r. e rin a cei). 第24回関東医真菌懇話会 , 講演抄録
集 : p9, 東京, 2002.
5) 鎗田響子 , 宇野 潤, 佐野文子 . 宮治 誠 , 三 上
袈 : 肺 に特異的に親和性をも つ Cryptoc o c c u sn eo-
fo r m a n s南棟の 性状に つ い て . 第46回日本医真蘭学
会総会, 真菌誌 43(増刊2号): p98, 東泉 2002.
6) 遠藤成朗, 王 震, 宮野英喜, 小原直1軌 播谷 亮,
谷村信彦, 木村久美子, 佐野文子, 横山耕治 , 亀井
克彦 . 宮治 誠 , 西村和子 : 過伝子検査 に より
M ortierella wor/ll感鞄と診断された ウ シ の接合菌
症の 一 例 . 第46回日本医真蘭学全線会 , 真菌誌 43
(増干Tj2号): plO3, 東京, 2002.
7) 宇野 潤, 佐野文子, 鎗田響子, 宮治 誠 , エ イ コ
ナ カ ガ ワ イ 夕 ノ , 三上 襲 : プ ロ テ ア ー ゼ 阻害剤
の抗責菌作用に つ い て . 第46回日本医真菌学会総会,
真菌誌 43(増刊2号): plO3, 束京, 2002.
8) 高橋容子, 佐野文子, 滝帝香代子 , 福島和食, 宮治
誠, 西村和子 : 我が国の ヨ ツ エ ビ ハ リ ネ ズ ミ (At-
eleT･ix albiueTltT.is) に お ける TT･ichophyto n Tn en-
tagrophyte s v a r. e T･加ac el感染の疫学調査と分離
菌の解析 . 第46回日本医真菌学会砲金, 兵薗誌 43
(増刊2号):plO6, 東京, 2002.
9) Paride A bliz, 福島和貴, 滝沢香代子, 仁戸田憲和 ,
宮治 乱 西村和子 : 病原性黒色真菌の 分子同定法
に関する研究 - D 1/D2領域の塩基配列 , FoTほee ae a
属 の 同定 プ ライ マ ー の 開発 - . 日本菌学会第46回大
会 講演要旨集 : p79, 長軌 2002.
10) 滝沢香代子, 福島和貴 , Moretti Bra n ehini M L,
宮治 誠, 西村和子 : カ ン ビ ー ナ ス 大学 (ブラ ジ ル)
付属病院中央検査部にお い て分離された病原性酵母 一
同定 , 疫学, 種内多型 に つ い て - . 日本薗学会第46
拭大会, 講演要旨集 : p88, 長野, 2002.
ll) 今西由巳, 横山耕治 , 宮治 誠, 西村和子 : CaF E T
96の単離と発芽管形成の 関与. 第 2回 二形性真菌分
子適伝学研究会, 千葉, 2002.
12) 今西由巳, 横山耕治 , 宮治 誠, 西村和子 : CaF ET
96の単離と発芽管形成 ヘ の関与. 第46回日本医真蘭
学会総会 , 真菌誌 43 ( 増刊2号) : p93, 東京,
2002.
13) 櫨LJ耕治, 王 凝 , Bis w a sSIく, 遠藤成朗 , 伊藤純
子, 宮漁 猟 西村和子 : Trichosporon 属菌 の チ ト
ク ロ ー ム b遺伝子に よ る同定と系統解析 . 第46回日
本医真蘭学会総会, 美園誌 43 (増刊2号): p97,
東京, 2002.
14) 堀江義一 , Paride A bliz, 西村和子 , 宮治 乱
藤井貴明, 李 若砲 , Ca mpo s-TakakiG M, O kada
K : 7 ス ペ ル ギ ル ス 症原因菌 Em e Ticella sp p. 及 び
千葉大学 真菌医学研究 セ ン タ ー 報告 第6巷 2002
A speT
･
gluu steT･re u Sの 土壌中の分離に つ い て . 帯46
回日本医真蘭学会総会 , 真薗誌 43(増刊2号) :
plOP, 東京 , 2002.
15) 渡辺 哲, 亀井克彦, 関根利 一 , 和久真弓 , 伊藤
純子, 西村和子, 宮治 誠 , 柴山喬之 : Aspergillu s
fu m 如 tus培養上漕の生物活性と上清作製時におけ
る培養条件との 関連性に つ い て . 第46回日本医真顔
学会総会, 夷菌誌 43( 増刊2号) : plOl. 東京 ,
2002.
16) 滝沢香代子, 福島和一臥 Paride A bliz, 仁戸田患和,
西村和子 , 宮治 誠 : D l/D2領域の塩基配列に よ
る病原性黒色真菌の同定 . 第46回日本医真蘭学金縁
会, 真菌誌 43(増刊2号): plO3, 東京, 2002.
17) Paride A bliz, 福島和食, 滝沢香代子 , 仁戸EEl意和 ,
西村和子, 宮治 誠 : 病原性黒色真菌同定の た め の
p cR プ ラ イ マ ー の 開発 - Fon s e c a e a屑 菌お よ ぴ
HoT.ta e a W e me Chl ト. 第46回日本医真蘭学金総会,
真菌誌 43(増刊2号): 東京 , 2002.
18) 小松春凧 今松伸助 , 井村書之, 大堀 臥 永田裕
二 , 津田雅孝 : セ パ シ ア 薗 BuT.hholderia c epa cia
ゲ ノ ム構造とそ の可塑性 . 策25回日本分子生物学会,
年会プ ロ グ ラ ム : p165, 横浜, 2002.
19) 岡本 茂, 駒井信 一 取 締fI:智夫 , 野沢幸平, 福島
和食, 宮治 誠, 河合賢 一 : ブ ラ ジ ル 土壌由来真菌
の産生する抗Aspe rgillzLSfu migatzL S物質. 日本薬
学会帯122年会, 要旨集 : pl14, 千葉, 2002.
20) 渡辺 哲 , 亀井克彦, 関根利 一 , 和久真弓, 伊藤純
子, 西村和子, 宮治 誠 : A8PeT･gillzL S/u migatus
の 培養上帝申に含まれる生物活性物質に つ い て の検
討. 日本薬学会第122年会, 日本薬学会第122年会 ,
要旨集 : pl14, 千葉 , 2002.
21) 亀井克彦, 渡辺 哲, 伊藤純子 , 西村和子 , 宮治
誠 : Aspergilu sfu Tnigatus 培養上清中に 含ま れる
白血球障害因子お よび そ の病原性に つ い て の検討 .
第50回日本化学療法学会絶会, 日本化学療法学会雑
誌 50(s up ple ment-A): p154, 神戸, 2002･
国膝交流活動
1) 宮治は国際協力事実団 (JICA) の プ ロ ジ ェ ク ト と
し て創設された ブ ラ ジ ル国 力 ン ビ ー ナ ス 大学臨床研
究 プ ロ ジ ェ ク トの 国内委員を勤め た (197年4月 1
日 - 2 002年3月31日).
海外出張
1) 宮治 誠 : ブ ラ ジ ル国 力 ン ビ ー ナ ス大学臨床研究プ
ロ ジ ェ ク ト における共同研究の研究方針の確盈の た
め出張 (2002年3月16日 - 30日).
2) 宮治 誠: ブ ラ ジ ル国 力 ン ビ ー ナ ス大学感染症科と
の共同研究打ち合わせの ため出張 (2002年10月4 日
- 10 El). ブ ラ ジ ル国 ペ ル ナ ン ブ コ カ ソ リ ッ ク大学,
パ ラ ナ州立 ロ ン ド リ ー ナ大学 , 国立サ ン パ ウ ロ 大学
生物医学研究所との共同研究打ち合わせの ため出張
(2002年10月 5日 - 18日).
3) 宮治 誠 : 第九回韓国医学会真歯学会給金(ソ ウ ル)
に招待特別帝演者として 出席 (20 2年7月19E]- 21
日).
4) 宮治 誠 : 中国 ･ 広州 ･ 中山大学 に共同研究打ち
合わせの ため出韻 (2002年8月12日 - 16 日).
国障共同研究
1) エ イ ズ患者における真菌症に関する研究 : カ ウ ン タ ー
パ ー ト
,
ブ ラ ジ ル 国力 ン ビ ー ナ ス大学, Fr a ncis co
Hide oAoki
,
M aria Luiza M o r etti Bran chini救援,
Plin o Trava s s o医師.
2) パ ラ コ ク シ ジ オイ デ ス 症 に関する研究: カ ウ ン タ ー
パ ー ト
,
ブ ラ ジ ル国サ ン パ ウ ロ 大学生物医学研究所
免疫学教室Ev aBurger助教授, ブ ラ ジ ル 国国立サ
ン パ ウ ロ 医科大学, 病 理 ･ 解剖学教 室 M a r c ello
Fran co教授, ブラ ジ ル 国 サ ン パ ウ ロ 州立大学 ポ ッ
か ソ校医学部病理学教亀 Julio Defaveri助教授.
共同利用研究 (国内)
1) 猪股智夫･ 麻布大学 ･ 助教授 : 人獣共通真菌症の分
子疫学的研究.
2) 近藤博信 ･ 金城学院大学 ･ 教授 : 食事法の感染防御
能に およぼす影響.
3) 二 川 健 . 徳島大学 ･ 助手 : 高脂肪食摂取 に伴う真
菌感染に対する感受性およぴ サ イ ト カ イ ン産生能の
& #.
学会活動
1) 大荒田素子 : 第10回生体 パ ー オキ サ イ ド学術講演会
の幹事 .
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普及活動
新聞
1) 官給 誠 : 生態系に重要な役割 - カ ビ と人とは共存
共栄 - さ らば水虫今年 こ そ 一 根絶作戦 , ひ たす ら
根気 - . 朝 日新聞 ( 健康マ リ オ ン プ ラ ス). 7-7,
202. 3. 29.
2) 宮治 誠: カ ビ を考える (14過連続). 日本経済新
聞日曜版 2002.
テ レ ビ
1) 宮治 誠:｢ おもい っ きり テ レ ビ+ あな た の 身体を
蝕む 家庭内の意外な場所に潜むカ ビ, 菌 , ダ ニ を
退治 . 日本 テ レ ビ 2002. 5. 27.
ラ ジオ
1) 宮治 誠 :｢ラジオ深夜便+ ない と エ ッ セ イ ｢不思
議の カ ビ の話+ (4回連続). NEI( ラ ジ オ 2002. 5.
28一 - 31.
イ ンタ ビ ュ ー
1) 宮治･ 誠:時雨に入る前に はじめよう ダ ニ と カ ピの
完全撃退作戦 一 大量 の カ ビは ア レ ル ギ ー の 原因に な
ります - (イ ン タ ビ ュ ー ). ク ロ ワ ッ サ ン 588: 72-
75, 2002.
2) 宮治 誠 : 科学, 社会 に開かれ て - こ ん な貰 に注 目
した い - (イ ン タ ビ ュ ー ). 数学 セ ミ ナ ー 41:2-5.
2002.
講演
1) 佐野文子 : エ キ ゾチ ッ ク ペ ッ ト に見られた真菌症 .
練馬小動物臨床研究会 : 勉強会 . 練馬区民会館.
2002. 6. 16.
2) 佐野文子 :人獣共通真菌症 : 特 に動物を介 して 持
ち込まれる輸入真菌症の危険性に つ い て . 厚生科学
研究費新興 ･ 再興感染症研究事業 ｢動物由来感鞄症
対策と して の新し い サ ー ベ イ ラ ン ス シ ス テ ム の開発
に関する研究+ 一 人獣共通感染症勉強会 . 束京都立
駒込病院.
3) 佐野文子
禾研究会.
4) 佐野文子
2002. 9. 8.
ペ ッ ト に関連した輸入真菌症 . け やき臨
島津製作所東京支社 . 2002. 10.27 .
動物 の輸入真菌症. 家畜衛生研修会 (柄
勢鑑定病理部門), 提出事例参考資料P 93, 独立行
政法人農業技術研究機構 動物衛生研究所, 農林水
産省生産局衛生課. 2002. ll. 20.
科学研究史 , 助成金
1) 宮治 誠 ( 分担), 西村和子 (代表), 福島和食 ( 分
担), 三上 嚢(分担), 科学技術振興調光費 ｢病原
真菌 ･ 放線菌の 過伝資源の国際的拠点形成の ため の
基盤整備+ 詳細は系統 ･ 化学分野参鳳
2) 大栄EEl素子 ( 代表)｢栄養の感染防衛能 に対する影
響 一 免疫神経内分泌系との関連にお い て- + 平成14
年度文部省科学研究費補助金 (萌芽的研究12876029)
60万円.
そ の 他
1) 佐野文子, 上田八千代, 猪股哲夫 , 田村美乱 池田
輝男, 亀井克彦, 木内明男 , 三上 襲, 西村和子 ,
宮治 誠 : 本邦で 発症した イ ヌ の ヒ ス ト プ ラ ス マ 症
2例に つ い て . 日 本医真蘭学金 策4回優秀論文乱
真菌誌 42:229-235, 2001.
2) 宮治 誠, 西村和子, 亀井克彦, 佐野文子 : Co c ci-
dioidesim mLtis の球状体の 簡易形成法 . 平成13年
度 厚生労働省研究費補助金 (新興 ･ 再興感染症研
究事業) 輸入真菌症等の 診断 ･ 治療法の 開発と発生
動向調査に 関す る研究 , 研究報告 書 , p135-136.
2002.
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